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１．目  的  

 近年，補強の実用化研究が進められているＵリブ鋼床版のデッ

キプレートとＵリブの溶接部(以下，Ｕリブ溶接部という)に対す

る対策は，デッキプレート上下面から施工する工法とデッキプレ

ート下面からのみ施工する工法の２種類に大別される．前者は①

SFRC 舗設(50～80mm 厚)や②デッキプレート上下面の添接補強，後

者は③補修溶接，④Ｕリブ内軽量モルタル充填とＬ形当て板添接

の併用，⑤Ｕリブ溶接線の切断とＬ形当て板添接(太径スタッドボ

ルトの併用)等がある 1)．本報告は，後者の新しい対策としてＵリ

ブ溶接部に図 1 に示すような薄鋼板を内面あるいは内外面からボ

ルトと併用して接着接合する工法(以下，弾性当て板工法という)

であり，その概要とＦＥ解析による効果検証結果を報告する． 

２．弾性当て板工法の概要 

 Ｕリブ溶接部の疲労損傷は，図 2に示すデッキプレート側進展き裂との

ど厚側進展き裂の２タイプが報告されており，いずれもＵリブ溶接ルート

部から発生することが知られている.また，損傷発生原因は直上載荷荷重

によるデッキプレートあるいはＵリブの板曲げに伴う応力集中であるこ

とが明らかにされている.前記対策の多くは板曲げの低減を図っている. 

 本報告で提案する対策は,図 3 に示すようにＵリブ溶接部近傍に頬杖を

配することにより直上載荷輪荷重に対してデッキプレート

とＵリブの取合角度の変化を生じさせないようにする工法

である.当て板とデッキプレートとの接合はスタッドボル

ト，同じくＵリブとの接合は高力ボルトにより可能である

が，施工の合理化を考え，当て板は接着接合と併用するこ

ととした.なお，Ｕリブ内面への当て板施工のため，Ｕリブ

下面に一時的にハンドホールを設ける.本対策の補強効果

の実験検証については別報 2），3）で述べる. 

３．ＦＥ解析による補強効果の検証 

 Ｕリブ溶接部の当て板形状･板厚の最適化は，Ｕリブ１径

間モデルのＦＥ解析を接着接合のみで補強したモデルでパラメトリックに実施して決定した.ＦＥ解析結果の

一例を表 1 に例示する.当て板形状を適切に選定することによりＵリブルート部の応力緩和が可能であること

がわかる．図 4には内面補強について横断面載荷位置とＵリブ内面交差角とＵリブルート部(①デッキ側角部)

の最小主応力の関係を例示する．殆どの載荷ケースで交差角が補強により緩和されてＵリブ溶接部の応力が 
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図 3 局部変形防止構造のイメージと課題

Ｕリブの一時的開口が必要.
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図 2 疲労損傷のタイプと起点

図 1 提案工法のイメージ 
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低減していることがわか

る．また，解析結果から延

命効果は概ね 10 倍以上と

試算された． 

図5にはＦＥ解析から求

めた最適当て板形状と考

えられる内面補強(S45)の

接着層の垂直応力分布を

例示する.接着層端部にお

いて圧縮応力集中が，ま

た，当て板内部で引張応力

が生じている.しかし，使

用予定接着剤のメ

ーカ保証強度(12 

N/mm2)以下である. 

４．まとめ 

 Ｕリブ溶接ルー

ト部の疲労対策と

して，Ｌ形材の薄鋼

板を接着材とボル

トによりＵリブ溶

接部近傍に取り付

ける工法の概要と

ＦＥ解析結果の一

例を述べた.当て板

形状の最適化によ

り，延命化が可能と

考えられる.
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図 5 接着層の垂直応力分布例 

図 4 内面補強による応力低減効果の解析結果例 

表 1 当て板形状とルート部の最小主応力の一例 (N/mm2) 

50kN

外 S35+内 S45 外 S35+内 R45

付図 2．当て板形状模式図例

現状

解析値 解析値 比率 解析値 比率 解析値 比率 解析値 比率 解析値 比率

① -260 -258 0.99 29 -0.11 30 -0.11 -209 0.80 -46 0.18

② -341 -328 0.96 80 -0.23 71 -0.21 -248 0.73 36 -0.11

③ -466 -357 0.77 174 -0.37 146 -0.31 -270 0.58 161 -0.35

外面S35
+内面S45

外面S35
+内面R45 内面S45部

位

外面S35 外面S35
+内面S35

①
②
③

付図 1．解析モデルと応力抽出部位
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